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障害種別の経験

社内の支援体制等
の環境整備

求人の申込みに向
けた準備など募集
や採用活動の準備

採用・雇用計画の
策定

法人としての経験

当該事業所内にお
ける職務の創出・
選定

社内での障害者雇
用の理解促進

障害者雇用推進体
制の構築

経営陣の理解促進

採用後の雇用管理
や職場定着等

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事。過去の経験から採用推
進支援・そのためのアドバイスを実施。

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。自部署は独立した
オフィスの為、雇用計画に合わせ働きやすい
オフィス環境も重要視して計画している。

④の状況により、人員数、役割、配置を検討
し、マッチング人材要件を人事と協議し適宜方
針を出している。
ただし、方針見直しの検討は自グループの雇用
率の確認と共に半期毎には計画的に実施してい
る。
また、業界や他社動向も十分加味し、弊社に魅
力を感じてもらえるよう進めている。
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事業実施者の経験事業運営責任者の経験

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事。支援者との連携や指導
者へのアドバイスなど現場に近い位置で活動し
ている。

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。マルチスキル化の
推進者の一人として状況把握とキャリアアッ
プの為の構想・配置検討なども行っている。

新卒の方には指導者＋支援者＋訪問型ジョブ
コーチで初期は手厚くフォローを実施。
ケース会議では指導者間での事例共有、そして
指導方法・対応方針検討などグループ討議も行
い、その結果も発表し課題解決力の向上につな
げている。中長期的には障がい者のキャリア
アップとして、担当できる職域を増やし、やり
がい度増の効果を狙いマルチスキル化を推進し
ている。

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。指導者配備におい
て中心的に活動し、状況を把握し調整ならび
に環境を整えている。また、生活面において
は、自部署社障がい者全社員はなかポツと連
携を取り、仕事・生活・保護者間でのトータ
ルサポートを実施している。

安心して働ける環境の整備として日々の業務の
なかでは、指導者１名に対し（職域単位で変る
が）障がい者3～７名をサポート出来るように
配備している。
また、親会社の健康支援室・産業医、弊社内に
おいて看護師・定着支援グループの連携により
支援できる環境を構築。

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。
左記中でも特別支援学校などの各校、就労移
行支援などを中心に連携を実施。

単に労働条件だけでなく、人事制度含めて見直
しを適宜実施。
適宜業界動向を鑑みて実習や書類選考でのチ
エックポイントも確認。
ハローワーク、生活・就労支援センタ、特別支
援学校などの各校、就労移行支援などとの関係
強化も進めている。

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事。新規職域でのアイデア
出しと試行を推進。

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。職域については新
規並びに横展開の役割を持ち、常にアンテナ
を立て進めている。最近では新業種への展開
も実現している。

週一度の役職者以上の会議での業務プロセス・
組織体制の見直し、推進を実施。主に、自グ
ループ内での業務＆IT下請けの巻き取りを推進
している。また、新しい職域にアンテナを張り
マッチングしそうな職域があればトライアルで
実効性を見るなど自グループサービス向上と自
社売上・利益向上も視野に創出・選定を進めて
いる。

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事。グループ企業への連携
として相談も開始している。

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。左記、体感して意
識改革においては、担当職域での見学と体験
を実施し、指導者目線並びに障がい者から教
えてもらう指導される目線としても感じても
らう事も実施している。

障がい者雇用全般に関しての知識・スキル向上
として毎月1回指導者と管理職での事例を含め
た勉強会を実施している。さらに、グループ企
業での理解の促進としては、社員と対面での
サービスの職域を増やし、グループ社員1人ひ
とりが障がい者に対し「できる。」を体感して
意識改革を推進。また、グループ企業へのアド
バイスや共同の研修企画も実施している。

自グループ企業（主にグループ適用企業）の経
営陣・人事責任者に対し障がい者雇用での労働
者の一員として採用し自立協力と雇用の安定を
担い定期報告にて理解を促している。また、他
社の経営陣への理解と促進に向け弊社見学、支
援学校やジョブコーチ実習先として対応、大学
生教育実習などを積極的に受入れ、ノウハウ提
供している。

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。新規立ち上げ職域
の業務おいて責任者として主導し障がい者の
能力開発の結果、全グループ経営陣にも障が
い者雇用の推進への理解度を向上させてい
る。

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事。実習などの受入れ体制
や運営に関して体系化させ後続へも引き継いで
いる。

専任指導者を配備し、障がい者採用での実習・
採用1次評価そして入社後の支援者と連携し受
け入れから定着までの役割を持ち職域毎に推進
をしている。さらには、指導者同士が連携しな
がら安定的に活動できるように実施している。
また、定着支援として横串組織があり、入社当
初から第3者的にフォロー体制をとっている。
尚、指導員は全員ジョブコーチ養成研修を修了
としている。

弊社における障がい者雇用に関する現場責任者
として左記業務に従事。指導者への助言を実
施。

15 5 8

弊社における障がい者雇用に関する運営責任
者として左記業務に従事。支援学校の実習受
入れの中心として学校の先生方との窓口と
なって連携してコンタクトポイントを増やし
雇用を促している。

具体的な一連の雇用管理に関する援助の業務または実務の経験


